


事業概要
1. 期間

開始： 2025年6月、終了（予定）： 2030年3月

2. 最終目標

本事業では、アルカリ濃度が大きく異なる2種類のAEM水電解における材料・MEA
の設計・開発を通して、幅広いアルカリ濃度や幅広い用途に対応した高効率・高耐
久なAEM水電解の開発設計基盤を構築する。

3. 2025年度の主な成果・進捗概要

• 高耐久官能基を有するポリフルオレン系電解質膜を開発
• ポリマースケールアップを検討し、400 g/batchを達成
• 従来のNi多孔体よりも高表面積な新規多孔電極を開発し、低いアノードOER
過電圧を達成

• 低Ru担持Niナノ粒子を開発し、カソードHER過電圧の低減を実現
• 開発材料を用いたMEA開発を行い、長期水電解連続試験を実施中









2 ．研究開発マネジメントについて

最終目標のMEA性能を満たす触媒・AEM特性は、AEM水電解性能予測
モデルを用いたシミュレーション結果を基に設定

• 研究開発の目標と目標設定の考え方

最終目標（2029年度）
アルカリ濃度が大きく異なる2種類のAEM水電解における材料・MEAの設計・開発を通し
て、幅広いアルカリ濃度や幅広い用途に対応した高効率・高耐久なAEM水電解の開発設
計基盤を構築

1 M KOHアルカリ水溶液
• 2040年PEM水電解の目標値と同等に設定
•開発材料を用いたMEA性能1.8 V以下@4 A/cm2

0.01 M KOH低濃度アルカリ水溶液
• 1 M KOH型の5年遅れ、一般的なAEM水電解の性能に設定
•開発材料を用いたMEA性能1.9 V以下@2 A/cm2

























３．④ MEA 東京科学大学
0.01 M用MEA開発
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ターフェル解析IV測定

0.01 M用MEA →触媒層/膜の界面設計が不可欠

80°C
0.01 M KOH

T. Yamaguchi, et al., ChemElectroChem, 13 
(6), e202500461 (2026)





３．研究開発成果 ①、② まとめ

AEM・アイオノマー （東京科学大学、日本化薬）

• 高耐久官能基を有するポリフルオレン系電解質膜を開発
• ポリマースケールアップを検討し、400 g/batchを達成
• Roll-to-Roll塗工を用いた製膜条件を検討

カソード触媒 （ノリタケ）

• 低コストNiナノ粒子を基盤とした低Ru担持Niナノ粒子を開発し、カソード
HER過電圧を低減



３．研究開発成果 ③、④ まとめ

MEA （東京科学大学、SCREENホールディングス、日本化薬）

• 開発した膜・触媒材料を用いたMEA開発および性能評価を実施
• 開発したポリフルオレン系AEMを用いたMEAについて、長期水電解連続試験
を実施中

• 触媒層製造プロセスを検討し、400 cm2以上のCCMを作製

アノード触媒 （東京科学大学）

• OER活性と電気伝導性の両方を考慮したアノード触媒の探索を開始
• 水電解性能予測モデル計算から触媒高表面積化の重要性を示唆
• 従来のNi多孔体よりも高表面積な新規多孔電極を開発し、低いアノードOER
過電圧を達成




